
□学校教育目標□ 

〔布津大好き！ ふるさとを愛し 楽しく学び 感性豊かに たくましく生きる子どもの育成〕 

 

 

 

 

去る１日には、校内持久走大会を無事に開催することができ、子どもたちがそれぞれのめあて

に向かって走ることができました。寒い中、たくさんの温かい応援をありがとうございました。 

２年生がかけ算九九のがんばりカードを片手にいろいろな先生に聞いてもらい、合格のサイン

をもらおうと目を輝かせてチャレンジしていました。かけ算九九を身に付けようとがんばってい

る姿が光っていました。子どもたちにとって「できるようになること」「分かること」は、何物

にも代えがたい喜びですね。先日、熊本県西原村のゴルフ場の方から、５日に実施した「とばそ

う！えがおのたね集会」で風船に付けて空に飛ばしたひまわりの種が届きました！との電話があ

りました。嬉しいニュースでした。２学期もあと１週間余りとなりました。もうすぐ冬休みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１１号 令和 5年１２月１４日 

南島原市立布津小学校 

文責：校長 横田 秀富 

☆布津笑楽校ミニ日記☆ 

１２/１ 校内持久走大会 
11 月初めから朝の時間に『す

ずかけランニング』に取り組ん

できた成果を発表する持久走

大会でした。沿道での安全の見

守りや応援、ありがとうございま

した。きつくて走るのを止めたく

なっても負けずに自分のペース

でゴールまで走りきったかどう

かが大事です。己の弱さに打ち

克つ心（克己心）が大切な種目

です。順位という結果よりもあき

らめずに最後までやり遂げると

いう「人間力」を育てるよい機

会です。 

12/7薬物乱用防止教室 
山本学校薬剤師さんが講師として６年

生を対象に講話をしてくださいました。

最近、「大麻グミ」について大きな社会

問題となっており、新たに違法薬物に指

定されたという報道がありました。この

ご時世、子どもたちの健全な成長のた

めには、正しい情報と対応方法につい

て繰り返し学習する機会を作ることが重

要であるととらえています。もし、いつか

危ない誘いを受けたときにきっぱりと

「ダメ、絶対」と断る勇気と知識を身に

付けさせたいものです。ご家庭でもぜひ

話題にし、話し合ってみてください。 

１１/２９ 交流会 
飯野小学校の特別支援学級

（たんぽぽ・ひまわり）の子ども

たちと本校の特別支援学級

（えがお・なかよし）の子どもた

ちが本校体育館で交流会を行

いました。自己紹介の後、ボー

ル渡しやフルーツバスケットな

どのゲームを行い、交流をしま

した。お互いに慣れてくると、ち

ょっとした言葉のやり取りや笑

顔も出てきました。楽しいひとと

きを過ごすことができました。

いろんな人との交流も大切な

学習の一つです。 

１１/２４ 廃油石鹸作り 
ＪＡ婦人部の皆様のご協力を

いただき、５年生が廃油石鹸

作りに取り組みました。総合

的な学習の時間「環境学習」

の一環として実施しました。環

境保全を目的として本来は、

捨ててしまうものを再利用し

て日常生活に使えるものを作

るということは、とても大切な

考え方であり、生きていくうえ

でも役に立つことだと思いま

す。地域の方々との交流も含

めて、よい学習の機会をいた

だいたことに感謝です。 

 
１２/５ 人権集会・とばそう！えがおのたね集会 
人権擁護委員さんをはじめ法務局や市役所の方々をお

迎えし、人権集会を実施しました。今年は３年生が人権

の花（ひまわり）を育てました。そのひまわりが残してくれ

た種（人権の種）を風船に結び付けて、「とばそう！えが

おのたね集会」を運動場で行い、全校のみんなで、６年

生の掛け声とともに、一斉に空に飛ばしました。色とりど

りの風船が一斉に空に舞う姿に、子どもたちの歓声が

上がりました。貴重な体験をさせていただくことができ、

思い出に残るシーンでした。この種がどこかの誰かの手

に届き、花を咲かせ、大切な人権を守るシンボルになっ

てくれたらと願うばかりです。他校では、東北地方まで風

船が飛んでいき、数件、連絡があったという話も耳にし

て、そこまで行くのかあ、と驚きました。 

ひまわりがつなぐ思いやりの輪が広がるといいですね。 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆布津笑楽校ミニギャラリー☆ 

12/5 人権集会の校長の話の中で紹介した詩です。「お互いのちがいを認め合い、自分を、周りの

人を大切にできる人になってほしい」との願いを込めて紹介しました。 

 

「ちがうこと ばんざい」 牧口一二(まきぐちいちじ)作 

 

わたしの まわりには いろいろな人がいる 男の人 女の人 背の高い人 低い人 遊びの得意な人 

苦手な人  声を出して話す人 声を出さずに話す人  松葉杖をついた人 車いすに乗った人 

みんな みんないっしょ それぞれ ちがった生き方をしている  

みんな 顔が同じなら 考えていることが同じなら することも同じなら ちっともおもしろくない  

君の代わりは だれもいない  ぼくの代わりも  だれもいない 

みんなちがうから  ひとりひとり たいせつな人間なんだ  世の中には いろいろな人がいて 

いろいろな考えがあるってことを  それぞれ とくちょうをもった生き方があるってことを 

ひとつ ひとつ 知っていきながら 人間は 大きくなっていくんだ  そして 深くなっていくんだ 

みんなちがうから すばらしいんだ。 

 

 

家庭や地域への配布分には掲載しております。 


